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新
青
森
に
向
か
う
五

能
線
五
所
川
原
駅
か
ら

津
軽
半
島
を
北
上
す
る

津
軽
鉄
道
が
あ
る
。

　

そ
の
津
軽
鉄
道
の
ほ

ぼ
中
央
の
金
木
に
太
宰

治
の
生
家
が
あ
る
。

　

駅
か
ら
北
方
に
富
士

山
の
よ
う
な
岩
木
山
が

み
え
る
筈
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
曇
り
。
微

か
に
シ
ル
エ
ッ
ト
が
見

え
る
。

　

折
か
ら
、
五
所
川
原

か
ら
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

カ
ー
が
入
っ
て
来
た
。

　

ワ
ン
マ
ン
カ
ー
で
運

転
手
さ
ん
が
車
掌
も
兼

ね
る
。

　

他
に
「
津
軽
鉄
道
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
」が
乗
り
、

観
光
客
と
見
る
と
、
沿

線
情
報
を
説
明
し
て
く

れ
る
。

　

一
両
だ
け
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
で
一
体
ど
こ

に
・
・
・
と
い
う
観
光

客
の
あ
て
ど
な
さ
を
吹

き
払
っ
て
く
れ
る
。

津軽鉄道と津軽富士 青森県五所川原市金木町　　２０１６年６月
かな ぎ

気を付けよう、「美しい」言葉とアベ自公！　
争
点
①
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

　

大
会
社
と
大
金
持
ち
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
潤
っ
て

「
大
成
功
」。
だ
か
ら
安
倍

氏
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
声

高
に
さ
え
ず
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
賃
金
統
計

で
は
日
本
は
、
一
九
九
一

年
に
九
位
だ
っ
た
。
上
位

は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
米

国
、
ス
イ
ス
等
。
い
ず
れ

も
賃
金
は
年
々
上
昇
。
し

か
し
、
日
本
の
賃
金
は
横

ば
い
。
二
〇
一
四
年
に
は

十
九
位
。
韓
国
、
ス
ペ
イ

ン
の
下
に
。

　

福
祉
に
使
う
筈
の
消
費

税
は
、
所
得
税
の
最
高
税

率
、
法
人
税
率
引
き
下
げ

＝
金
持
減
税
に
使
わ
れ

た
。
結
局
、
福
祉
切
り
下

げ
。
金
持
ち
減
税
を
元
に

戻
せ
ば
財
源
は
十
分
あ
る

筈
だ
。

争
点
②
安
保
法
、
憲
法

　

イ
ラ
ク
の
よ
う
に
あ
り

も
し
な
い
大
量
破
壊
兵
器

を
口
実
に
米
軍
に
攻
め
込

ま
れ
た
ら
反
撃
す
る
の
は

当
然
。
反
撃
は
米
軍
＝
米

国
へ
の
攻
撃
。
す
る
と
集

団
的
自
衛
権
で
米
軍
応
援

の
義
務
が
生
じ
自
衛
隊
が

動
員
さ
れ
る
。
戦
争
法
を

廃
止
し
な
い
と
米
国
の
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

　

安
倍
氏
は
「
改
憲
」
の

意
図
を
隠
し
、
消
費
税
増

税
も
延
期
。
し
か
し
、
自

民
党
改
憲
草
案
は
憲
法
九

条
二
項
「
戦
力
不
保
持
」

の
廃
止
を
掲
げ
て
い
る
。

争
点
③
地
震
、
原
発

　

避
難
指
示
解
除
と
云
う

が
周
辺
の
山
林
は
放
射
能

で
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
の
福

島
。
地
震
が
続
く
熊
本
。

い
ず
れ
も
、
国
が
抜
本
的

な
救
援
に
乗
り
出
さ
な
い

と
住
民
は
救
わ
れ
な
い
。

軍
事
費
を
削
れ
ば
、
被
害

者
救
援
は
も
っ
と
大
々
的

に
出
来
る
の
で
は
？

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


